
 

令和５年１２月１４日 

於：鈴鹿商工会議所２Ｆ 

 

令和６年度 第２回役員会事項書  

 

１．青年部『綱領』朗読・『指針』唱和 （担当：伊藤朋広委員長予定者） 

２．会長予定者挨拶 （泉 晃多会長予定者） 

３．議○○○○○題 （議長：清水健太専務理事予定者） 

 

 （１）令和6年度委員会別活動計画（案）について 

 

 

（２）令和６年度全体予算の概算（委員会予算含む）（案）について 

 

 

 （３）令和６年度委員会配属方法（案）について 

    委員会メンバー募集及び配属方法について 

    ★各委員会募集文書＆委員会開催日 

    ★配属希望委員会ＡＴ案内（送信日 12/15 ・ 締切日 12/21午前中） 

 

 

 （４）令和６年度３分間スピーチ年間スケジュール（案）について 

 

 

 （５）令和６年度委員会事業計画（案）について 

 

 

 （６）委員長所信について 

 

 

 （７）その他 

 

 

４．監事講評 

 

 

●次回開催日 令和６年２月５日（月）20:00～ 

第２回役員会出欠名簿 

泉  晃多 ○ 櫛田 拓真 ○ 伊藤 朋広 ○ 伊藤 絵美 ○ 野間 康友 ○ 

岡田 基紀 ○ 清水 健太 ○ 水谷 一星 ○ 服部 快芳 ○ 森  雄一 ○ 

杉本 智哉 ○ 松林 大樹 ○ 鎌田 伸吾 ○ 髙士 将気 ○ 土田 英臣 ○ 

前田  哲 ○ 山田 雅一 ○ 西村 力也 ○ 加藤 慶昭 ○  ○ 

三浦 洋平 ○ 今井 貴裕 ○ 三舩 裕太 ○ 西口  崇 ○  ○ 

小野寺真志 ○ 佐藤 マサ ○ 草深 裕也 ○ 中島慎之助 ○   

勇 まり子 ○ 濵村 恭平 ○ 玉田 篤範 ○ 堀川  恵 ○   



令和 6年度 委員会別活動計画（案） 

 

●総務 DX推進委員会 

4月度例会担当（総会） / 10月度例会担当（企画） 

 

・通常会員総会 

・DX推進事業 

・会員交流事業 

・エンジェルタッチの運営 

・ホームページの更新・管理 

・広報記録活動 

・新入会員対応（オリエンテーション〜ATアカウント発行） 

・会員手帳作成 

・会員名刺作成 

・運営マニュアルの更新（一般会員向け・役員向け） 

・青年部ルームの管理 

・積極的な渉外活動 

 

●ビジネス向上委員会 

8月度例会担当（企画）/ 2月度例会担当（企画） 

 

・ビジネス交流事業 

・会員のビジネスに繋がる事業 

・会員交流事業 

・OB会との交流活動 

・積極的な渉外活動 

・総会懇親会/4月 

・青年部ゴルフ/6月 

 

 

 

 

 

 

 

 



●未来創造委員会 

6月度例会担当（企画）/ 11月度例会担当（お仕事体験フェス） 

 

・まちづくり事業 

・おしごと体験事業 

・会員交流事業 

・他単会事業への対応 

・他団体事業への対応 

・積極的な渉外活動 

 

●地域活性化委員会 

7月度例会担当（バイクであいたいパレード）/ 1月度例会担当（企画） 

 

・バイクであいたいパレード 

・地域特性活性化事業 

・会員交流事業 

・積極的な渉外活動 

 

●広報ブランディング委員会 

5月度例会担当（企画）/ 12月度例会担当（企画） 

 

・ブランディング事業 

・広報に関する事業 

・会員交流事業 

・SNS運用・活用 

・チャレンジャー作成 

・積極的な渉外活動 

 

●組織活性化委員会 

9月度例会担当（企画）/ 3月度例会担当（卒業式） 

 

・会員の意識向上に繋がる事業 

・卒業式 

・会員拡大推進活動 

・新入会員親睦事業 

・マニュアル勉強会 



【収入の部】
令和６年度予算額 令和５年度予算額

分　　類 小　分　類 　（円） 　（円）
会費収入 4,040,000 3,800,000 240,000 ＠40,000×101名
補助金 2,400,000 2,400,000 0 会議所

臨時収入 雑収入 10,000 10,000 0 預金利息他
親会より

前期剰余金 2,582,404 -2,582,404
計 6,450,000 8,792,404

【支出の部】

分　　類 小分類
事業費 部会費 700,000 700,000 0 役員会会場代等

2,500,000 渉外費 1,500,000 1,500,000 0 各種事業登録料等
総会費 300,000 300,000 0 会場・資料代等
全体事業費 0 2,237,254 -2,237,254

委員会費 総務DX推進委員会 550,000 0 550,000
2,000,000 　　10月度例会 20,000

　　会員手帳作成 400,000
　　HP維持管理費 100,000
　　諸費 30,000

ビジネス向上委員会 70,000 0 70,000
　　8月度例会 20,000
　　2月度例会 20,000
　　諸費 30,000

未来創造委員会 70,000 70,000 0
　　6月度例会 20,000 20,000
　　11月度例会 20,000 20,000 おしごと体験フェス
　　諸費 30,000 30,000

地域活性化委員会 1,050,000 1,050,000 0
　　7月度例会 1,000,000 8耐イベント
　　1月度例会 20,000
　　8月度例会 1,000,000
　　3月度例会 20,000
　　諸費 30,000 30,000

広報ブランディング委員会 170,000 0 170,000
　　5月度例会 20,000
　　12月度例会 20,000
　　チャレンジャー 100,000
　　諸費 30,000

組織活性化委員会 90,000 0 90,000
　　9月度例会 20,000
　　3月度例会 20,000 卒業式
　　マニュアル勉強会 10,000
　　マニュアル勉強会 10,000
　　諸費 30,000

鈴鹿商工会議所青年部（鈴鹿YEG）令和6年度収支予算（案）
自  令和6年4月  1日
 至  令和7年3月31日

科　　目

科　　目

経常収入

本年度予算額
　　　　　　（円）

前年度予算額
　　　　　　（円）

比較増減△
　　　　　（円）

比較増減△
　　　　　（円）

備　　考

備　　考



Town Planning委員会 0 70,000 -70,000
　　1月度例会 20,000
　　9月度例会 20,000
　　諸費 30,000

人間力向上委員会 0 70,000 -70,000
　　5月度例会 20,000
　　2月度例会 20,000
　　諸費 30,000

総務広報委員会 0 665,150 -665,150
　　10月度例会 20,000
　　会員手帳作成 400,000
　　HP維持管理費 95,150
　　チャレンジャー 100,000
　　5月マニュアル勉強会 10,000
　　11月マニュアル勉強会 10,000
　　諸費 30,000

交流委員会 0 80,000 -80,000
　　7月度例会 20,000
　　12月度例会 20,000
　　青年部ゴルフ 10,000
　　諸費 30,000

管理費 旅費 300,000 300,000 0 補助
1,050,000 通信費 50,000 50,000 0 切手代等

消耗品費 100,000 100,000 0 事務用品代等
諸会費 300,000 300,000 0 日本ＹＥＧ会費等
雑費 300,000 300,000 0 慶弔費・振込料等

積立金 特別事業積立金 1,000,000 1,000,000 0 周年事業・ブロック大会等

繰越金 繰越金
6,550,000 8,792,404 △ 2,242,404

繰入金額 繰出金額
1,000,000
1,000,000
1,000,000

※特別事業積立金は、令和9年度の50周年事業・出向費・特別事業等へ拠出

合計

年　　度 備　　考
令和4年
令和5年

平成30年度から令和4年度までの積立金残金

特別事業積立金

令和8年
令和9年

令和7年
令和6年









担当例会

第1回委員会開催日

1月15日（月）

19：30～

別館1F

9月・企画

3月・企画

担当例会

第1回委員会開催日

1月15日（月）

19：30～

青年部ルーム

5月・企画

12月・企画

担当例会

第1回委員会開催日

1月22日（月）

19：30～

青年部ルーム

7月・8パレ

1月・企画

担当例会

第1回委員会開催日

1月19日（金）

19：30～

青年部ルーム

6月・企画

11月・企画

担当例会

第1回委員会開催日

1月23日（火）

19：30～

別館1F

8月・企画

2月・企画

担当例会

第1回委員会開催日

1月18日（木）

19：30～

青年部ルーム

4月・総会

10月・企画

現代社会では技術革新が
目覚ましく、DX（デジタ
ルトランスフォーメー
ション）の重要性が高
まっています。令和６年
度の総務DX推進委員会で
は、DXに関する知識やス
キルを向上させるため
に、まずはYEGの活動自
体をデジタル化すること
を目指します。具体的に
は、会員の皆様が社業で
活かせるようなデジタル
ツールやサービスを普段
の活動に取り入れていき
ます。そして、１年間の
活動を通して、皆様が社
業にデジタルを導入し、
それぞれの企業の生産性
を向上させることができ
る仕組みを提案します。
そのために、効率的かつ
効果的にデジタル化でき
る方法を委員会メンバー
と共に考え、実践してい
きます。皆様のご参加を
心よりお待ちしておりま
す。

ビジネス向上委員会では8
月と2月の例会を担ってい
ます。
内容は委員会の名前の通
り「ビジネス向上」で
す。
商工会議所青年部に入会
した理由の一つに「社業
の発展」があるのではな
いかと思います。ビジネ
ス向上委員会ではメン
バーの社業発展に繋がる
例会を企画します。
委員会は「明るく楽し
い」をモットーに作って
いきます！
日々、忙しく社業に携
わっている皆さまに青年
部活動に協力していただ
き、足を運んでもらうに
は「楽しさ」が不可欠だ
と思っています。
「学校の授業が終わり、
楽しい仲間の待つ部活に
向かう！」
この"楽しい部活の雰囲気
"を目指します。
一緒に別館or青年部ルー
ムを部室に変えましょ
う！

未来創造委員会では、6月
度例会、全体事業の11月
度例会「おしごと体験
フェス」を担当させてい
ただきます。
未来創造委員会の名の通
り、固定観念にとらわれ
ない創造性豊かなアイデ
アと情熱を武器に、未知
の領域に挑戦する大人の
姿を子どもたちに見ても
らいたいと思います！
有意義で感動できるス
トーリーを皆さまと一緒
に作り上げていきたいと
考えています。
未来を変える冒険をとも
にする皆さまのご参加を
お待ちしております！

地域活性化委員会では7月
度例会「バイクであいた
いパレード」、1月度企画
例会を担当します。
鈴鹿の文化や魅力を活用
し、地域を活性化させる
とともに、街の発展につ
なげていきます。
全体事業の「バイクであ
いたいパレード」は、み
なさんの多くの協力が必
要となりますが、それ以
上の感動と充実感・達成
感が味わえます。一緒に
パレードを企画運営し、
楽しみ、成功へと導き、
美味しいお酒を飲みま
しょう！
楽しく実りある一年にな
ること間違いありませ
ん！まずは委員会メン
バーで懇親を深めましょ
う。
皆さまのご参加を心から
お待ちしております！

広報ブランディング委員
会では、会としての活動
を、広報誌やSNSを用い
て広めていく重要な担い
があります。そして今後
ますます重要になってく
るブランディングを強化
していく活動を行う委員
会となります。
この両軸を基に他単会、
他団体そして地域の方々
との繋がりをより深めて
いく必要があると考えま
す。それには多くの皆様
のお力が必須となりま
す。
この委員会での活動は社
業においても活用できる
内容が盛りだくさんであ
ること間違いなしで
す！！
鈴鹿YEGのブランディン
グはもちろんのこと、自
社の、そして自己のブラ
ンディング向上を目指
し、１年間ともに楽しく
学びましょう！！！
お待ちしています！！

組織活性化委員会では、
組織の活性化に繋がるよ
うな事業を予定しており
ます。
東海ブロック大会・周年
事業・親睦交流会等、非
常に密度の高い数年とな
りました。
それと共に新型感染症も
数年に渡り猛威を振るい
思うような活動や交流が
できなかったのも事実か
と思います。感染症も落
ち着きをみせた令和６年
は積極的に対面での交流
も行っていく所存でござ
います。『何の為に商工
会議所会員であるのか』
を共に考え、『誰もが活
躍でき、やりたい事が行
える』を念頭に活動して
いこうと思いますので、
共に楽しみましょう！

○※濵村　恭平 ○※鎌田　伸吾 ○※草深　裕也 ○※服部　快芳 ○※西口　　崇 ○※野間　康友

○※佐藤　マサ ○※水谷　一星 ○※三舩　裕太 ○※伊藤　絵美 ○※加藤　慶昭 ○※堀川　　恵

◎※今井　貴裕 ◎※伊藤　朋広 ◎※西村　力也 ◎※玉田　篤範 ◎※髙士　将気 ◎※中島慎之助

（　　名） （　　名） （　　名） （　　名） （　　名） （　　名）

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

総務ＤＸ推進 ビジネス向上 未来創造 地域活性化 広報ブランディング 組織活性化

※土田　英臣

出向理事

※杉本　智哉 ※前田　　哲 ※三浦　洋平 ※小野寺真志 ※勇　まり子 ※櫛田　拓真 ※森　　雄一

副会長 副会長 副会長 副会長 副会長 副会長

三重県連交流委員会　魁塾

直前会長 会　長 専務理事

※岡田　基紀 ※泉　　晃多 ※清水　健太

☆望月　卓透

三重県商工会議所青年部連合会

理　事　泉　　晃多

役員会

☆加藤　裕樹 賛助会員 ☆ＯＢ

☆矢田　純一 休会会員

※山田　雅一 ○副委員長

△特別会員

委員会 相談役 ▲賛助会員

土田　英臣

監　事 特別会員 ※役員

東海ブロック商工会議所青年部連合会 ※松林　大樹 ◎委員長

鈴鹿商工会議所青年部（鈴鹿ＹＥＧ）令和６年度 組織図（案）
（Ｒ5.12.1　現在　会員数103名）

日本商工会議所青年部 総　会

森　　雄一



月 例会日 発表者 担当委員会

4 18日（火） なし…総会のため

総務DX推進

ビジネス向上

未来創造

地域活性化

7 20日（土） なし…バイクパレードのため

広報ブランディング

組織活性化

総務DX推進

ビジネス向上

未来創造

地域活性化

11   9日（土） なし…おしごと体験フェスのため

広報ブランディング

組織活性化

総務DX推進

ビジネス向上

未来創造

地域活性化

広報ブランディング

組織活性化
3 17日（月）

5 16日（木）

9 17日（火）

10 16日（水）

12 16日（月）

1 16日（木）

2 17日（月）

令和6年度３分間スピーチ年間スケジュール（案）

　鈴鹿商工会議所青年部

6 17日（月）

8 19日（月）



開催日 事業名（委員会含む） 場所 予算 事業内容及び予算説明

１日（月） 委員会 ４月度例会について

16日（月） ４月度例会 30,000 会員総会

諸費 30,000

合計

○委員会は役員会から例会までの間に月１回必ず開催すること

○事業内容が収まらない場合は、別紙資料添付すること

３月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

令和6年度　鈴鹿商工会議所青年部　　　　　　　　　　　　　　　　　○○委員会事業計画書(案）

４月

５月

６月

７月

８月



開催日 事業名（委員会含む） 場所 予算 事業内容及び予算説明

3日（木） 委員会 青年部ルーム
８月度例会について
F1事業について

５日（土） ８月度例会 外部 1,000,000 ８月度例会「バイクであいたいパレード」

13日（水） 委員会 青年部ルーム F1事業について

22～24日 オープン委員会 サーキット他 オープン委員会「F1事業」

13日（水） 委員会 青年部ルーム ３月度例会について

18日（月） ３月度例会 本館4F 20,000 ３月度例会「卒業式」

諸費 30,000

合計 1,050,000

○委員会は役員会から例会までの間に月１回必ず開催すること

○事業内容が収まらない場合は、別紙資料添付すること

令和5年度　鈴鹿商工会議所青年部　　　　　　　　　　　　　　　　　地域活性化委員会事業計画書(案）

４月 12日（水） 委員会 青年部ルーム
８月度例会について
F1事業について

５月 10日（水） 委員会 青年部ルーム
８月度例会について
F1事業について

８月

９月

６月 14日（水） 委員会 青年部ルーム

３月度例会について

10月 11日（水） 委員会 青年部ルーム ３月度例会について

３月度例会について12月

３月度例会について

11月 ８日（水） 委員会 青年部ルーム

３月

１月 12日（金） 委員会 青年部ルーム

13日（水） 委員会 青年部ルーム

８月度例会について
F1事業について

７月 12日（水） 委員会 青年部ルーム
８月度例会について
F1事業について

２月 14日（水） 委員会 青年部ルーム ３月度例会について



令和 6年度 委員長所信 

鈴鹿商工会議所青年部 

委員会名  令和 6年度    委員会 

委員長所信 

【目安】 

28文字 

× 

15段程度 

 １ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 
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委員会事業の概要 

個別 

 

共通 

・会員として目的意識を持った活動 

・積極的な渉外活動 

・新入会員の増強 

・担当例会の企画・運営 

・その他、    に関する事業 

スピーチ発表者 

 月   月  

 月     

 



令和 5年度 委員長所信 

鈴鹿商工会議所青年部 

委員会名 令和 5年度 地域活性化委員会 

委員長所信 

【目安】 

28文字 

× 

15段程度 

本委員会は、鈴鹿の特性を活かした活動を企画・運営し、地域の活

性化を目指します。 

８時間耐久ロードレース・F1日本 GPが例年開催されるこの鈴鹿

の地だからこそ掴める好機を、地域活性化に最大限に活かせるよう、

創意豊かな事業を展開していきます。これまで、イベントの参加者を

対象として企画・運営してきた事業実績を元に、より広く地域住民及

び地元企業をも視野に入れた事業として位置付けていきます。そうす

ることで、経済効果を始めとする様々な可能性が更に広がると考えま

す。 

この二つの大きな事業に、委員会の枠を超え会員一丸となって携わ

れるよう、士気を高めて参ります。 

そして、3月度例会は卒業式となります。長年ご活躍いただきまし

た先輩方に感謝の意を込めてお祝い致します。 

鈴鹿市が掲げる『モータースポーツ都市宣言』の名に恥じぬ様、精

一杯頑張って参りますので一年間よろしくお願い致します。 
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委員会事業の概要 

個別 

「バイクであいたいパレード」の企画・運営 

F1事業の企画・運営 

卒業式の企画・運営 

地域の特性を活かした活動 

モータースポーツを通じた地域の活性化 

 

 

共通 

会員として品位の向上 

会員として創意豊かな活動 

会員として新しい YEG PLANの創造 

新入会員の増強 

担当例会の企画・運営 

その他、地域活性化に関する事業 

スピーチ発表者 

６ 月  野間 康友 10 月 牧田 真二 

2 月 井村 佳弘  月  

 


